
《 報 告 と これからの 活 動 予 定 》

特別支援教育の担当者実践交流サークル 第２水曜日１９：００～２０：３０ 参加費は無料です。

会場はサポートハウス「わにの家」第２ハウス（武蔵小杉駅下車 徒歩１０分）です

※ ９月は １４ 日（水）開催予定です。

＜７月の報告＞

※ 購読ご希望の方はわになろう会 伊藤まで
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一日目は、ラージヒルで、唐揚げ定食を食べました。おい

しかったです。温泉に入りました。気持ちよかったです。買

い物に行きました。ソーセージとドレッシングと納豆とパン

とトマトを買いました。カレーとサラダを食べました。おい

しかったです。クイズ大会とビンゴ大会をしました。楽しか

ったです。

二日目は、マカロニサラダと野菜スープとご飯と納豆とソ

ーセージを食べました。おいしかったです。那須どうぶつ王

国で、動物にエサをあげました。ジンギス館で、ご飯と肉と

野菜とみそ汁を食べました。おいしかったです。ソフトクリ

ームを食べました。おいしかったです。

那須ツアーは楽しかったです。また、行きたいです。

那須動物王国で動物

にエサをあげたこと

がとっても楽しかっ

たです。夜ビンゴで

おもちゃをもらえて

よかったです。

また来年も行きたい

です。

わになろう会 会報４４３号 Ｐ２

７月も先生たちは大忙し（多分、１年中大忙
し）。参加は少なくちょっと寂しかったです。
今回は、現役を卒業し、教育サポーターとし

て現場支援に入っている元教員の目を通して感
じた現場の状況を皮切りに話題が展開しました。
新型コロナ感染症の影響で変則的な学校生活

をスタートした現３年生、２年生の全体傾向と
して１年生の初期段階の学習内容が定着してい
ない児童、集団生活の中での折り合いをつける
ことが苦手な児童が多いような感じ。学校プー
ルの利用も３学年初体験の状態で正規の教員＋
教育サポーター複数人配置。担任教員の負担の
大きさを感じているとの報告。お互いに良い関
わりができる楽しい学級集団作りの実践報告に
学べるといいですね。
また、この時期は、６年生は進路決定の時期。

保護者からの相談も増えているとの報告もあり
ました。進路選択のポイントは、本人の学びの
保障。中学の支援級、特別支援学校の中学部、
私立の中高一貫校それぞれにメリットはあると
思いますが、本人も連れて見学し本人の状態に
合わせたカリキュラムが用意してもらえるか検
討が必要ですね。通級学級で個別や小集団の活
動を通して、話をゆっくり聞いてもらい、本音
を出し合う愉快な仲間が育っているという嬉し
い報告もありました。
自分を認めてもらえる場って大切ですね。

月刊「みんなのねがい」 ９月号（715円 送料79円)

特集＝暮らしの場は今

・家族になりたい／寸田純子

・共同ホームと自宅と、娘の生活の形／椛田 茂

・兄としてのねがい／廣川和樹

・ハスの実の家の暮らしの場づくり運動／川端幸代

・本人の思いをつかみ、応えたい／鳥田広祐

・選択できる多様な暮らしの場を／新井たかね

発達のなかの煌（きら）めき

第Ⅰ部 障害のある子ども・なかまの発達

第６回 「二次元の世界」を切り開く

ー「みかけの重度」の発達診断から

／白石正久（龍谷大名誉教授）白石恵理子（滋賀大）

仲間と親とあゆみ続けて

－32年間の障害者福祉実践

第６回 運動の原点と私を支えた考え方

／佐藤さと子（ゆたか希望の家 相談支援事業所）

基礎から学ぶ 障害と医療

第３回 重度障害児者の健康管理 ③緊急時の対応

／植松潤治（滋賀県障害児協会・医師）

ニュースナビ

こども家庭庁とこども基本法

制定の背景と問題点／安藤史郎

発達保障インタビュー バトンゾ→ン 第１８回

歴史と実践を紡ぎ、ひろげ、つなぐ

ー与謝の海一筋３８年の教員人生（下）

／吉田 悦男（元・与謝の海支援学校教員）


